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栃木市長　鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。
　今回は、市役所本庁舎の移転の現状と
今後の予定についてお話しします。
　これまでの経緯を簡単にご説明します
と、福田屋百貨店栃木店は市の中心部の
シンボル的な施設であり、閉店後の跡地
の利活用については、市としましても大
きな課題であると考えていました。
　また、市役所本庁舎の建替につきまし
ても、建物の老朽化、耐震性の問題、合
併に伴う、より広い庁舎の必要性などか
ら、その実現が急がれる状況でありまし
た。
　そこで、住民説明会やパブリックコメ
ントによる多くの市民の皆さんのご意見
も踏まえて、調査、検討した結果、面積
的には十分な広さが確保できること、耐
震性に問題はないこと、新築するよりも

財政負担が大幅に軽減でき
ること、市の中心市街地の
活性化に大きな役割を果た
せることなどから、昨年３月に、本庁舎
をこの建物に移転することを決定し、８
月には土地・建物を正式に市が取得いた
しました。
　その後も、市庁舎整備市民検討会やパ
ブリックコメントにより、多くのご意見
をいただきましたが、これらを十分に参
考にして、現在までに設計業務が完了い
たしました。
　今後は来年２月 10 日の新市庁舎オー
プンを目指して、改修工事等の準備を進
めてまいります。
　なお、新市庁舎の１階部分には、市民
の皆さんからのご要望の多かった商業施
設の誘致を進めていますが、近日中には
運営事業者を決定したいと考えていま
す。
　平成 25 年度も、引き続き市民の皆さ
んのご協力をお願いいたします。

「
エ
コ
カ
ー
の
寄
付
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市役所本庁舎の移転について

　    

運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
見
直
し

　

市
民
の
通
学
・
通
院
・
買
い

物
な
ど
の
日
常
生
活
の
足
と
し

て
、
ま
た
本
市
の
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
試
行
運
行
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
１

日
（
月
）
か
ら
、
以
下
の
路
線

に
つ
い
て
運
行
ル
ー
ト
の
一
部

見
直
し
と
運
行
ダ
イ
ヤ
の
改
正

を
行
い
ま
す
。
ま
た
バ
ス
利
用

者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
停
留

所
を
増
設
し
ま
す
。

◎
主
な
見
直
し
内
容

　
【
藤
岡
線
】

▽
「
東
武
新
大
平
下
駅
」
か
ら

「
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
」
経
由
、

県
道
南
小
林
栃
木
線
沿
線
の
大

平
町
東
部
及
び
沼
和
田
町
を
通

り
、「
栃
木
駅
南
口
」
に
至
る

ル
ー
ト
新
設
。

▽
既
存
の
終
点「
栃
木
駅
南
口
」

か
ら
「
栃
木
商
業
高
校
」、「
栃

木
女
子
高
校
」、「
下
都
賀
病
院
」

経
由
、「
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
」

ま
で
ル
ー
ト
延
伸
。

▽
岩
舟
町
静
和
地
区
に
静
和
駅

へ
の
ル
ー
ト
新
設
し
、
県
道
栃

木
藤
岡
線
の
ル
ー
ト
を
住
宅
の

多
い
旧
道
を
運
行
す
る
ル
ー
ト

に
変
更
。

▽
停
留
所
（
足
利
銀
行
藤
岡
支

店
前
、
笑
ま
る
前
）
を
増
設
。

▽
既
存
の「
カ
イ
ン
ズ
モ
ー
ル
」

経
由
を
２
往
復
、
新
た
な
「
ゆ

う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
」
経
由
を
７
往

　
『
市
長
へ
の
ア
イ
デ
ア
直
通

便
』
と
し
て
栃
木
市
の
未
来
ヘ

共
に
歩
ん
で
い
く
た
め
の
ご
意

見
・
ご
提
案
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
42
通
（
提
案
56
件
）
の
手

紙
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
湿
地
と

た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
・
ご
提
案

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

２
月
11
日
、
大
平
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
宮
園
眞
吾
会
長
）

よ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結

成
20
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
本

市
の
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
よ
り
推
進

し
て
ほ
し
い
と
、
環

境
面
、
経
済
面
に
配

慮
さ
れ
た
軽
乗
用
車

（
エ
コ
カ
ー
）
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

軽
乗
用
車
に
つ
い

て
は
、
市
民
へ
、
よ

り
効
率
的
、
効
果
的
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た

め
、
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

 

管
財
課 

☎
21
‐
２
３
０
４

復
と
し
、現
状
の
９
往
復
維
持
。

　
【
皆
川
樋
ノ
口
線
】

▽
既
存
の
終
点
「
南
柏
倉
公
民

館
」
か
ら
県
道
栃
木
佐
野
線
沿

線
の
小
野
口
町
を
経
由
、
岩
舟

町
小
野
寺
地
区
「
江
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
」に
至
る
ル
ー
ト
新
設
。

▽
停
留
所
（
幸
田
瓦
店
前
）
増

設
。

▽
栃
木
駅
か
ら
皆
川
方
面
７
往

復
（
う
ち
江
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま

で
４
往
復
）、
栃
木
駅
か
ら
樋

ノ
口
方
面
４
往
復
と
し
１
往
復

減
便
。

　
【
大
宮
国
府
線
】

▽
国
府
地
区
の
中
央
を
南
北
に

縦
断
す
る
ル
ー
ト
廃
止
、
大
宮

地
区
及
び
国
府
地
区
を
循
環
す

る
（
北
回
り
５
便
、
南
回
り
５

便
）
ル
ー
ト
に
変
更
。

▽
停
留
所
（
与
倉
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
前
、
新
村
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
前
）
増
設
。

▽
栃
木
駅
か
ら
大
宮
国
府
方
面

を
10
往
復
に
、
５
往
復
増
便
。

　
【
金
崎
線
】

▽
「
道
の
駅
に
し
か
た
」
か
ら
、

県
道
上
久
我
都
賀
栃
木
線
沿
線

の
西
方
町
本
郷
、
都
賀
町
原
宿

を
経
由
、「
都
賀
文
化
会
館
」

に
至
る
ル
ー
ト
新
設
。

▽
「
都
賀
文
化
会
館
」
以
北
の

都
賀
地
域
及
び
西
方
地
域
を
循

環
す
る
（
西
回
り
４
便
、
東
回

り
３
便
）
ル
ー
ト
に
変
更
。

▽
栃
木
駅
か
ら
金
崎
方
面
を
７

往
復
に
、
１
往
復
増
便
。

　
【
寺
尾
線
】

▽
自
由
乗
降
に
よ
る
通
学
利
用

者
の
増
加
や
朝
夕
の
交
通
渋
滞

に
よ
る
運
行
ダ
イ
ヤ
の
遅
れ
等

解
消
の
た
め
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の

全
面
改
正
を
行
い
ま
す
。

※
各
路
線
の
４
月
１
日
（
月
）

以
降
の
運
行
時
刻
に
つ
い
て

は
、
折
込
の
時
刻
表
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

 

交
通
防
犯
課 

☎
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‐
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０

な
っ
た
渡
良
瀬
遊
水
地
や
栃
木

の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
意
見
が
、
多

数
あ
り
ま
し
た
。
一
部
で
す
が

ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。

《
ま
ち
づ
く
り
》
★
渡
良
瀬
遊

水
地
に
関
わ
る
４
市
２
町
で
の

首
長
サ
ミ
ッ
ト
会
議
を
開
き
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
、
今
後
の

渡
良
瀬
遊
水
地
の
維
持
管
理
、

特
に
ゴ
ミ
の
問
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
持
つ
べ
き
だ
。
観
光

に
訪
れ
る
方
の
た
め
に
案
内
看

板
な
ど
の
協
議
を
し
た
ら
ど
う

か
。

　

★
本
市
は
も
っ
と
発
展
し
て

よ
い
は
ず
。
東
北
道
と
北
関
東

道
が
交
わ
る
と
こ
ろ
な
の
に
活

気
が
な
い
。
小
山
と
佐
野
は
ど

ん
ど
ん
新
し
く
な
っ
て
若
者
を

呼
び
込
ん
で
い
る
。
出
遅
れ
て

い
る
。将
来
の
展
望
に
の
っ
と
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
真
剣
に
提
案

し
て
ほ
し
い
。

《
観
光
》
★
栃
木
市
は
蔵
の
街

と
ち
ぎ
と
し
て
観
光
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
き
た
。
魅
力
あ
る
自
然

や
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

広
く
他
県
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は

い
か
が
か
。
ミ
ニ
旅
行
が
で
き

る
よ
う
な
プ
ラ
ン
が
計
画
さ
れ

る
と
よ
い
。

《
生
活
環
境
》
★
市
内
を
走
る

ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
利
用
者
が

少
な
く
も
っ
た
い
な
い
。
広
報

紙
等
で
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
で
行

け
る
楽
し
め
る
場
所（
買
い
物
、

観
る
と
こ
ろ
、食
べ
る
と
こ
ろ
）

を
コ
ー
ス
別
に
紹
介
し
た
ら
、

利
用
者
も
増
え
る
の
で
は
。
近

く
で
楽
し
め
る
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
ぜ
ひ
出
か
け
て
み
た
い
。

《
産
業
振
興
》
★
小
規
模
工
場

や
中
小
企
業
の
廃
業
・
撤
退
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
工
場

な
ど
が
な
く
な
れ
ば
、
働
く
人

が
減
り
市
の
人
口
減
に
な
る
。

市
の
政
策
と
し
て
、
企
業
を
育

て
る
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

《
都
市
整
備
》
★
三
輪
自
転
車

（
老
人
カ
ー
）
は
車
輪
が
小
さ

く
、
歩
道
か
ら
車
道
な
ど
に
上

り
下
り
す
る
と
き
段
差
が
あ
り

す
ぎ
て
大
変
。
も
う
少
し
な
だ

ら
か
に
で
き
な
い
か
。

　

★
永
野
川
の
土
手
を
舗
装

し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、

歩
行
者
優
先
道
路
と
し
て
市
民

に
活
用
さ
せ
て
ほ
し
い
。
健
康

増
進
に
役
立
て
た
い
。
藤
岡
地

域
ま
で
整
備
し
、
渡
良
瀬
遊
水

地
と
の
接
続
を
す
れ
ば
よ
い
。

《
教
育
文
化
》
★
市
立
美
術
館

の
創
立
を
希
望
。
蔵
の
街
美
術

館
は
狭
く
、
駐
車
場
も
無
き
に

等
し
い
。

　

★
栃
木
ウ
ー
ヴ
ァ
Ｆ
Ｃ
は
地

域
に
根
ざ
し
た
チ
ー
ム
だ
が
、

成
績
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
観

客
動
員
数
を
増
や
し
、
成
績
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
市
総
合

運
動
公
園
に
ナ
イ
タ
ー
照
明
を

作
っ
て
試
合
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

※
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ア
イ
デ
ア
・
ご
提
案
等

は
、
す
べ
て
市
長
が
直
接
目
を

通
し
、
栃
木
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
「
来
て
・
観
て
・
住
ん

で
ホ
ッ
と
あ
っ
た
か
と
ち
ぎ
」

を
目
指
す
た
め
に
、
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

秘
書
広
報
課 
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